
令和 7年度 第 1期糸島市文化芸術推進基本計画策定に係るアドバイザーヒアリング 

議事録 

 

1. 開催日時・場所: 

 第１回 令和 7年 6月 18日（水） 14:30～16:30 糸島市役所 1階 会議室 101・102 

 第２回 令和 7年 6月 25日（水） 15:00～17:00 糸島市役所 5階 会議室 501 

 第３回 令和 7年 7月 2日（水） 10:00～12:00 糸島市役所 2階 会議室 201 

２. 議題（全３回とも同じ）: 

・本計画の骨子案について（説明、意見交換） 

・グループワークによる意見交換（良いところ・続いたほうがよいこと、課題・改善が必要なこと、

新しく挑戦できそうなこと、計画の 4つの軸の案について）   

 

３. 議事内容（全３回の内容を集約）: 

（１）開会 事務局から、開会の宣言を行った。 

 

（２）あいさつ 文化課長からあいさつを行った。 

 

（３）アドバイザーの紹介 事務局から、アドバイザーの紹介を行った。 

 

（４）事務局説明 

・今回策定する文化芸術推進計画の位置づけ 

・計画策定の今後のスケジュールについての説明 

・本計画に関する基礎調査の結果 

 

（５）質疑応答 

アドバイザーA:  

昨年度の調査で食文化の意見が多かったとの説明があった。ワークショップ（編註：調査の一

環として実施）に私は参加したが、「何が文化にあたるか」を問われた際、身近な食文化の話

題が多く挙がったが、他の文化的要素を具体的に思い浮かべることが難しかった側面を補足

したい。 

事務局 A:  

ワークショップの目的について補足。計画策定について、既存芸術分野に偏らず、多様な文化

の可視化が重要と考え、市民アンケートやワークショップを通じ、幅広く意見を聴取した。 

アドバイザーB: 

 文化芸術を通じたブランド推進とシビックプライドの醸成について説明があったが、調査結果

に直接関連意見がない。ブランド推進という言葉が盛り込まれた経緯を説明願いたい。 



事務局 A: 

 調査結果に直接意見はなかったが、庁内連携会議やヒアリングで、ブランド推進という文脈の

中での文化芸術活用や、糸島が外部から注目される現状を受け、文化芸術分野がどう関わる

かという観点から示唆があったことから、ブランド推進という言葉を用いている。 

事務局 B:  

「ブランド」は外部からの評価の総体で、特定の商品ではなく地域全体の良いイメージ。月形

市長も地域全体の魅力や評価を「ブランド糸島」と表現。糸島の文化芸術活動や、市民・来訪

者がそれらに触れる機会が、新たな「ブランド糸島」形成につながるという意味合い。 

事務局 C: 

 糸島は「食」「自然」で認識されるが、「文化のまち」という認識は必ずしも多くないのでは。

「文化のかおるまち・糸島」を目指し、文化に触れる機会を増やしたい。絵画や音楽など、まち

全体に文化の薫りが漂うような状態を目指し、この意味で「ブランド」の言葉を使っている。 

アドバイザーC: 

 文化芸術推進基本計画に関する近年の動向の説明のうち「文化芸術と経済の好循環」につ

いて、具体的な意味合いを確認したい。例えば観光客誘致などを想定しているのか。 

事務局 D: 

 国では文化観光推進が最も重視されていると考える。地方公共団体では、国で講じられるよ

うな国際的な施策を展開するのは困難。文化観光に関心を持つ自治体は多いと思われる。 

アドバイザーD: 

 調査結果の文化的環境への満足度について、興味深い結果が示されている。そこで、回答者

の属性、地域差、未回答者の偏りなどの傾向を尋ねる。 

事務局 D:  

年齢別では、若年層で高い傾向があるが、回答数が少なく偏りが生じている可能性あり。エリ

ア別では二丈エリアがやや低く、また無関心層がやや多い。居住年数別では顕著な特徴なし。 

アドバイザーE: 

 糸島市は大野城市や那珂川市など他市町村と異なり文化的環境への住民不満が高い。ま

た、それらの他市町村では文化施設を拠点とした取組が長年行われている。糸島市はまちづく

りと一体で文化振興を進め、他施策との一体的な検討が必要。若年層の転出も課題。 

 

（６）本計画の骨子案について（説明、意見交換） 

・事務局から、本計画の骨子案について説明 

・各アドバイザーが 2グループに分かれ、グループワーク方式で意見交換 

①計画の 4つの軸の案 

②日頃の活動や経験から感じていること 

(良いところ・続いたほうがよいこと、課題・改善が必要なこと、新しく挑戦できそうなこと) 

  



グループワークによる意見交換 

・良いところ・続いたほうがよいこと 

 

 

 

 

 

 

・課題・改善が必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  風土と暮らしの環境 

  文化系移住者の存在(受入) 

  いと(伊都)としま(志摩)でいとしま(糸島) 

  自ら楽しむ 

 

文化団体にお金をかけすぎていないか 

二丈地域にこれ以上のカフェや宿はいらない 

自然を大切にした芸術空間／天気だのみも糸島らしいのでは! 

文化芸術を発表する場の充実(少ない) 

伊都文化会館の反響版が上にしかない。なんとかならないか・・ 

伊都文化会館の使用料がもう少し低くならないか・・ 

活用→価値を活かす／文化芸術の価値の共有が活用より先! 

市民目線ではない→啓発・普及／自立して芸術活動をしている人もたくさんいる 

支援対象でなくできる人で循環している 

小学校での生の音楽・芸術の機会を! 

にぎわいが少ない／地域の芸術を知らない／文化的施策が少ない 

行政による民間団体への支援や協力体制／文化資源の発掘(糸島の伝説) 

移住者と地元民の目線の違い。もしかすると移住者にとっての糸島の魅力が糸島を離

れる若者に伝わっていないのではないか? 

  文化芸術はすぐに福岡市に流れる／作家さんとの交流がない 

  地域文化の良さが分からない(神楽など) 

  いとしま応援プラザの活用法(クラフト作品がメインで、絵画などを制作している人の作

品展示が難しい) 

  施設や発信が歴史に偏り気味 

  文化的施設が少ない 

  WEB や LINE などの情報発信。久留米では LINE に登録すると PUSH 型で情報

が来る。 

  筑肥線沿線の地域とそれ以外の地域のつながり 

 



・新しく挑戦できそうなこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計画の 4つの軸の案について（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アートスタート CITY。乳幼児親子の芸術体験 

乳幼児健診のアンパンマンタイムを芸術的時間にする 

子どもが理解できる策定文も欲しい 

シニアと乳幼児／認知症の人と幼児の相性がいい 

良き市民をつくる未来への投資 

全ての小学校で必ずアウトリーチ事業に出会える 

社会包摂に含まれている人たちを明示しては／移住者、留学生、LGBT・・ 

自分事と思えるきっかけになる／計画づくり→市の顔になる 

寛容性について、良いところであるし、醸成することは重要と感じる 

外からの視点→新しい動きに寛容であるまち 

観光が地域にダイレクトな影響がある／異なるものを受け入れる土壌 

商業施設などでの文化的体験。文化芸術に興味がない人も文化芸術に触れら

れるアウトリーチ的な取組／外部の視点 

  これがあるから地元糸島に残ろうと思える何かを育てる(唐津くんち) 

  文化芸術の交流拠点／今の新しい動きや情報を知る、鑑賞できる 

  子どもたちへのアート教育やアート思考 

将来像:にぎわい ふれあい 地域を知る糸島 

計画や概要文には糸島の海や山やまち(唐津街道)など糸島らしさを入れてほしい 

  シビックプライドは目的になる?結果のようなもの? 

「ウェルビーイング」がよくわからない／動詞としての「育てる」 

横文字難しい!／言葉が難しい!／いまとむかしの接続 

  観光できた人→消耗→次世代育成につながらない 

  シビックプライドの捉え方／「ブランド推進」軸でしょうか 

  市民の心に響くかな?特にシビックプライドは上から感満載 

  文化芸術のためにふるさと納税 

ふるさと納税における文化の活用も考えられます! 

  文化芸術振興の土台となるものは? 



・計画の 4つの軸の案について（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）その他 

 事務局から、次回の日程等事務事項の確認を行った。 

 

（８）閉会 

 事務局から、閉会の宣言を行った。 

 

４. 今後の予定: 

 第２回アドバイザーヒアリングは令和７年７月予定。近日中に日程調整を行う。 

 

楽しそう感がない 

  文化芸術ということでアレルギーがある人もいる 

  外と内の関係は重要であるので、2軸の関係については大切 

文化芸術/文化/芸術の言葉の違い 

  市への愛着?生活圏への愛着?／振興がもっている意味 

  土台であるウェルビーイング、環境整備、シビックプライドとブランディング 

  4つの軸にブランディングがある違和感 

  誰に何のために／循環、どこから入ってもいい、余白／  保障 

  ブランドとシビックプライドという言葉を異なる表現にする可能性 

  ブランディングとシビックプライドの響きがいやらしい 

  カタカナ標語ではなく日本語で! 

  小さな子も分かるように括弧して説明する 

  子どもも関係している! 


